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「かぐや（ＳＥＬＥＮＥ）」搭載蛍光エックス線分光計の初期観測

Current status and initial results of the X-ray spectrometer onboard SELENE (Kaguya)
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　月周回衛星「かぐや（SELENE）」に搭載された蛍光エックス線分光計（XRS）による初期観測とその現状について
報告する．XRSは月面の主要元素をグローバルに決定し，分布を求め，月の進化過程や起源を解明するための基礎情報
を得ることが目的である．太陽エックス線が月面に照射することによって励起放射される，月面の主要構成元素に固有
なエネルギーをもつ特性エックス線（蛍光エックス線）を観測する．
　 XRSは，月面から放射されるエックス線を観測する XRF-A，太陽エックス線を直接モニタする SOL-B，搭載標準

試料板に太陽エックス線が照射することで励起されるエックス線を較正用に観測する SOL-C，および電子回路 XRS-Eか
ら構成される．このうち，SOL-Bと SOL-Cは同一コンポーネント SOL-BCに搭載される．
　 XRSの装置としての特徴は，エネルギー分解能の良好なエックス線用 CCDを搭載することにある．CCDは冷却す

ることで高いエネルギー分解能と広い受光面積を同時にもつことができる．さらにアレイ化することで広い有効受光面
積（～100平方センチメートル）が得られる．高いエネルギー分解能は，主要元素の定量分析に欠かせないが，高い S/N
を得るには広い受光面が必須であり，CCDは最適なセンサといえる．
　「かぐや」が月軌道に投入された後，XRSは初期チェックを終えて観測を開始している．太陽活動の極小期にあり，

特に太陽エックス線の活動が低レベルで推移しているため，有用な観測データは乏しい状況にある．しかし，機上にお
けるノイズレベル評価や CCD性能の評価は進めてきている．打ち上げ後に CCDを駆動する電圧等の修正が必要であっ
たが，ほぼ調整は完了しており，当初の高い性能を実現できる目処がたっている．
　本報告では最新の観測状況まで含めて報告する．


